
船舶事故等調査報告書 

                                    平成２３年１月２７日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０門第１４９号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２２年８月２２日（日） ０４時５５分ごろ 

発生場所 福岡県北九州市若松区北方沖 白州灯台から真方位１６７°４２０ｍ付近 

（概位 北緯３３°５８.８′ 東経１３０°４７.６′） 

事故等調査の経過  平成２２年９月１３日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

モーターボート ひで丸、２.５５トン 

 ２９１－１３２８６福岡、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 舵の保護棒曲損 

 事故等の経過 

 

 本船は、船長１人が乗り組み、友人１人を乗せ、白州灯台南南東方沖で

漂泊中、風と潮に流され、平成２２年８月２２日０４時５５分ごろ、本船

の舵の保護棒部分が浅所に乗り揚げた。乗揚後、友人を船首に移動させて

船尾を浮かせたところ、自力で離礁した。 

 本船は、自力で帰港した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風速 約２～３m/s、視界 良好 

海象：海上平穏、潮流 東流、潮汐 上げ潮の中央期 

 その他の事項   本船は、航海計器として、ＧＰＳと魚群探知機を搭載していた。 

  船長は、船位の把握を白州灯台からの目測で行っていた。 

  本船は、約２０分間漂泊していた。 

  本事故発生場所付近の日出時間は、０５時４３分であった。 

  本船の喫水は、船首約０.４～０.５ｍ、船尾約１.４～１.５ｍであり、

付近の水深は約１ｍであった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

 本船は、漂泊中、船位の確認を適切に行わなかっ

たことから、風と潮により浅所に向けて流されてい

ることに気付かず、同浅所に乗り揚げたものと考え

られる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、白州灯台南南東方沖で漂泊中、船位の確認を

適切に行わなかったため、風と潮により浅所に向けて流されていることに

気付かず、同浅所に乗り揚げたことにより発生したものと考えられる。 

 




